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動詞句代用に関わる現象の言語間比較

島 田 雅 晴

本発表は既出動詞句の繰り返し表現を生成統語論にもとづき分析し、ヒトの

言語の普遍的性質の研究に資することを目的としたものである。既出動詞句の

繰り返し表現には数種類ある。いくつか例をあげる。

（1）a．Jobnsaidthatbewouldwintherace，and王thinkthatbewouldwinthe

raCe．

b．JobnsaidthatheⅥrOuldwintherace，and王thinkthathewould．

（2）a．Johnpromisedthatbewill畠nisbtheassignment，and丘nishtheassignment

hewill．

b．Jobnwi11魚nishtbeassignment，andsowillMa叩．

（1a）の第2等位接続要素内では、第1等位接続要素内の動詞句win the raceが

そのまま繰り返されている。しかし、（1b）の第2等位接続要素内では動詞句

win tbe raceは省略されている。また、（2a）では第2等位接続要素内で動詞句

魚nisbtbeassignmentは前置され、（2b）ではsoにより代用されている。一般に

（1b）、（2a）、（2b）の操作をまそれぞれ動詞句削除、動詞句前置、動詞句代用と呼

ばれている。

本発表で特に議論するのはdoが用いられている動詞句削除と動詞句代用で

ある。それぞれの例を（3）と（4）に列記する。

（3）Jobnle放andNancyd紙too．

（4）Johnle氏andNancydidso，tOO．

これらを考察することに意義があるのは虚辞の分析に関わっているからであ

る。動詞句代用では非行為動詞句は代用できないが、動詞句削除にはそのよう

な意味的制約はないということであった。それは、後者のdoは次のような疑

問文や否定文でdo支持という操作で生起する虚辞のdoであることを意味して

いるのである。

（5）a．Johndidnotbuyanything．
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b．WhatdidJohnbuy？

生成統語論においては初期の理論から今日の極小理論（Minimalist Program）

にいたるどの局面においてもいわゆる虚辞要素に関わることは多く議論されて

きた。虚辞要素の代表的なものは英語でいえば、意味のない虚辞のit とよば

れるものや存在をあらわすthere構文のtbereである。虚辞要素が意味内容を

もたないものだとすればその生起は形式的な文法の要請によるものだといえ

る。それはこれまで格理論（CaseTheory）や拡大投射原理（ExtendedPrpjection

Principle（EPP））、つまり、最近の用語でいえば、素性というものにもとめら

れてきた。格理論やEPP、素性は普遍文法を構成する要素の候補であり、し

たがって、虚辞の研究は普遍文法の研究に資するものとして重要視されてきた

のである。そして、そのような虚辞は名詞に限らず動詞にも、現代英語に限ら

ずそのほかの言語にも、存在する、というのが本発表の観察であり、そのこと

は普遍文法の存在を強く示唆するという理論的に重要な意味合いを持つのであ

る。

現代英語のほかにdo支持が観察されると結論付けられる印欧語というのは、

例えば、古英語である。これまでは疑問文や否定文で（5）のようにdoが用いら

れることがないことから古英語ではdo支持がないと考えられるのが一般的で

あった。しかし、本発表でをま古英語で非行為動詞句をdoの生起する動詞句削

除構文で受けることが可能である例が存在することから、古英語にも虚辞のdo

があったものと考えるのである。また、do とは形態的、統語的に一見何の関

係もなさそうな日本語の述語を形成する「だ」も虚辞に相当する語であること

が指摘される。例えば、次の例にある「だ」である。

（6）太郎が本を買った。花子も窒。

本発表では（6）の「花子もだ」という構文が英語の動詞句削除構文が持ってい

る性質をもっていることから、これも削除構文の一種であると結論付ける。

「だ」もdo支持で生起しているdoと同様、虚辞を生起させる仕組みによりあ

らわれている虚辞要素と分析するのである。また、「柔軟だ」のような形容動

詞や「長身だ」のような名詞述語に生起する「だ」も虚辞であると主張される。

系統が異なる言語間で形態が異なった要素が異なった構文において同一の虚

辞という機能を果たしているという大変興味ある現象があることがわかる。そ

して、このことはヒトの言語の仕組みの中に普遍文法というものが存在してい

ることを強く示唆するものなのである。




